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ワープロの一服的操作でアク

セスすると,サーバの文書一

覧も同様に表示される.

プリンタサーバ

+P-CTし1

(ワーカ専用+Pコントローラ)

+PC-Kl

プリント

アダプタ

LP-A3450

(ワーフつ口専用+P)

(LAN対応プリンタ拡張キット)

NetWareサーバ

[コ

パソコンのLAN環境を使った日立のワープロ"with me PRO”による文書管理LANシステムの構成例 ``w仙me PRO''はNetWare

の機能を動作させ,ワープロ操作の延長でLAN上のファイルをアクセスする｡

ワープロ(日本語ワードプロセッサ)は,1台の装

置の中に日本語文書の人力･編集･保存･印刷の機

能を,統一した操作で提供している点が使い勝手の

良さにつながっている｡特に日本語文の人力での操

作性の良さが認められ,パソコン(パーソナルコンピ

ュータ)通信用の端末としても大きな位置を占めるよう

になってきている｡これらを背景にワープロ用BBS

(Bulletin Board System)をMトNET/WP削)とし

て開発した｡

パソコン通信の次ステップとしてLANに直接接

続でき,他のOA機器との間でデータ交換も容易な

ワープロが求められるようになってきた｡これらの

要求にこたえて,従来のデータ資産やソフトウェア

資産を生かしながら従来操作の延長でLANに接続

可能であり,他のOA機器とも共存してサーバアク

セス可能なワープロを開発した｡この製品では従来

のワープロソフトウェア上からNetWare(米国ノベ

ル社が販売するネットワークソフトウェア)の機能

を動作させ,パソコンと混在して文書管:哩LANシ

ステムを構築できるようにしている｡

*口立製作所情報映像メディア事業部 **日立製作所映像メディア研究所
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n はじめに

ワープロはパソコンと類似した什棟と機能を持ってい

ながらも,コストパフォーマンスや使い勝手を重視して

きたため,独自のハードウェアとソフトウェアの世界を

形成してきた｡人九 保存,編集,印刷が一つの機械の

Illに統一されている独自アーキテクチャのスタンドアロ

ン()A機器として発達してきた｡これは｢1本譜タイプラ

イタの代替で清吉機として導入されてきたという歴史に

も依存している｡

ワープロはなじみやすく一貫した操作性を持っている

よ(が受け入れられ,キーボード文化の担い手としてオフ

ィスの中での地位が確‾巾二された｡商円電子メールシステ

ムの一洋及に伴い,アクセス用端末としても億円されるよ

うになってきた｡テキストレベルでデータ交換を吋能と

するパソコン通信機能が,そのために利用されてきた｡

パソコン通信機能は,どちらかと言うと遠距離のユーザ

ー間で疎な結合でのデータ交換機能をベースに,文書管

理システムを提供するものである｡

LANの普及によ-),LANへ各種OA機器を接続して

ワークグループOAを実現することによるオフィスの合

理化が新しい課題になってきた｡LANシステムの中で,

ワープロに対しては操作性の良さを継承し,ドキュメン

ト処理のフロントエンドを果たすことが求められている｡

これらの要求を満たすためには,従来のソフトウェア

資産を生かしながらシステムOAのインフラストラクチャ

に対応することが必要になる｡ここでは,二つのステップ

に対応したワープロの文書管理システムについて述べる｡

凶 パソコン通信機能を利用したBBSホストに

よる文書管理システム

ワープロのパソコン通信機能は,テキストデータを扱

う限i)ではパソコンと同等であり,加えてワープロの特

徴である使い勝手の良い操作環境を提供している｡ワー

プロ特有の文書表現能力を発揮するにはBBSのホスト

で単なるバイナリーデータとしてワープロの文書を扱う

だけでなく,ホスト側でワープロ特有の文書管理データ

を解釈することが必要である｡また,ワープロ操作の延

長でBBSの機能を利用するためには,BBSのメニューや

操作体系でワープロとの親和性が求められる｡この観点

※l)MI-NET/WPは,株式会社信興テクノミストの商品で

ある｡
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からワープロ用BBSホストシステムとして,MI-NET/

WP(口立のパソコン"FLORA''卜で動作するワープロ

に対応したBfiS)を開発した｡さらにBBSホストの

"FLORA”はNetWareのクライアントとしても動作叶

能で,パソコンで構築したNetWare+二のファイルサーバ

が利用でき,混在したワープロとパソコンのデータを一

元管理することができる｡ワープロはこのシステムのl-い

で,電話回線を通じて接続できる疎に結合するクライア

ントの位置づけとなる｡したがって,このシステムでは

従来の既設ワープロをも含めて容易にシステム化が実現

できる｡システム構成を図1に,システムの主な機能仕

様を表1に示す｡

田 パソコンのインフラストラクチャ上で動作

するワープロによる文書管理システム

3.1オープン化ワープロの開発方針

文書管理システムのクライアントとしてワープロの特

徴を生かすためには,LANに直接接続することが必要

である｡オープン化LAN環境へワープロを対応させるに

は,システムソフトウェアやネットワークソフトウェア

に対してマシンコードレベルでの互換性を保証し,それ

らの機能をワープロの操作ソフトから呼び糾すことがで

きることが必要である｡すなわち,インフラストラクチャ

としてパソコン機能が動作するとともに,従来のワープ

⊂亘さ三重垂二二)

ネットワークOS:NetWare

ゲートウェイサーバとなる
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図lパソコン通信機能を利用したBBSホスト文書管理システム

Ml-NET/WPシステム(パソコン"FLORA”)をコミュニケーション

サーバとし,それを介してワープロ側はパソコン通信でLAN上の

NetWareサーバをアクセスする｡
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表I BBSホスト(Ml-NET/WP)の主な機能仕様

Ml-NET/WPはっープロ文書を管‡里可能なBBSホストである｡下表

のようなサービス機能を持っている｡

項 目 概 要 説 明

電 話 網 一般加入電話網および構内PBX網(4線
式など除く｡)

ホスト側パソコン

パソコン"FLORA''シリーズの指定機種

コンセントレークおよびモデムが必要で

ある｡

端末側ワープロ

ワープロ"WordPal''およびワープロ``with

me”現流全機種
パソコン通信ソフト,通信ボードおよび

モデムが必要である｡

サービス

電子掲示板

サービス

利用者が自由に情報を読み書きできる｡

ユーザーIDによる書込みと読出しの限定
が可能である｡

電子メール

サービス

メールボックスを使用して電子メール読

み書きができる｡

横能 メールボックスはIDごとにl個設けられる｡

文書管理サ

共有キャビネットにワーフD□文書を保管

し,共同利用する検索機能がある｡

-ビス ワープロの全文書(グラフ,図形,帳票な

ど)が扱える｡

オブショ

ン機能

チャットサ 利用者間でリアルタイムに会話ができる｡

-ビス lDによる制限も可能である｡

マルチホス

トサービス

ホストをNetWareのクライアントとして

接続し,ファイルサーバ上に複数のホス

卜を設ける機能を持つ｡

注:略語説明 PBX(Private Branch Exch∂nge)

ロソフトウェアも動作する環境を用意することがオープ

ン化ワープロを実現するための基本的な要件である｡こ

のようなインフラストラクチャを開発するために次のよ

うな方針を立てた｡

(1)ハードウェアとしてはPC/AT(米国IBM社が開発

したパソコンの機種名)アーキテクチャを採朋し,ワープ

ロ固有阿路を付加する｡

(2)MS-DOSでは表示としてDOS/V(IBM社が提唱す

る表ホ方式を持つDOS)ノノ式を採用し,OA什JLANソフ

トウェアとして大きなシェアを占めるNetWareのDOS/

V版クライアントソフトウェアを動作させる｡

(3)ワープロソフトウェア用ドライバを新規開発する｡

さらにオープン化ワープロとして新しい機能を提供す

るため,次の機能開発を実施する｡

(4)ワープロの操作性を伝承するため,NetWareのAPI

(ApplicationInterface)の上にワープロ機能をかぶせる｡

(5)オープン化ワープロとして他のOA機器との親和性

を高めるため,代表的なパソコン用APデータとのコン

バータを開発する｡

3.2 オープン化ワープロのハードウェア構成

以_卜のような要件に基づいて,ハードウェアをまとめ

た｡ワープロはパソコンと同系統の技術を朋いてきた

が,内部バスノJ式や実メモリ空間を越えるメモリの管坪

方式,プリンタのインタフェースやフロッピーのフォー

マットなどでワープロ独自仕様となっている｡

基本的なl口1路アーキテクチャはPC/ATを採†一寸するこ

とにしたが,従来のワープロのソフトウェアの移帖を亨さ

拐にし,従来のデータにも対応していくため,ワープロ

独自ハードウェアをも継承しなければならない｡したが

って,PC/AT用チップセットや汎(はん)円LSIとワーフ､‾

ロ阿有回路のASIC(Application SpecificIntegrated

Circuit)を組み合わせて回路をまとめた｡川路の71ロッ

クダイヤグラムを図2に示す｡

3.3 オープン化ワープロのソフトウェア

ソフトウェアの構造は39ページの陛Jにホすような椚桝

構造となっている｡この[いで仮想86モニタは,PC/ATア

ーキテクチャのハードウェア上で,従来のワープロソフ

トウェアを軌作させるために,80386怨2)以_1∴のCI)Uが持

っている仮想86モードをr円いて,以下のようなエミュレー

ション機能を実現する｡
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注:略語説明

LP(+aserPrinter),HD(HardDISk),FD(FloppyDISk)

FDC(FloppyDiskControl),WDP(WireDotPrl=ter)

図2 ハードウェアのブロックタイヤグラム

PC/ATアーキテクチャ上にワープロ固有回路を付加し,従来のワ

ープロ操作性とデータ互換性を継承した｡
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既文書チータの流用や
ファイル管理が+に〈い
また,個人の管理する
フロッピー枚数が眠三大
となる

ク』腎

どのワープロからでも共通フォーマット(議事録や会議通知なと-)

の呼出Lや既存の文書データの流用が可告巨である

(a)使用シーン例 ファイル共有

ワーフしロになしんでおり

(なしん仁者が多い),

+ANによる一指管王里
が困難てある

ワーフ‾口て気軽に+AN

が可能

魂凸

ワー

プロ

刀

パソ

コン

NA+

パソ

コン

ソ
ン

バ
コ ソ
ン

バ
コ

+AN

仙使用シーン例 ワープロによる+AN

図3 文書管理LANシステムの使用シーン

催い慣れたワープロのうえで意識せずにLAN環境を使いこなすことができ,文書の共有化や再利用が手軽に行える｡

(1)ワープロ独自のメモリ管理機能をエミュレートする｡

(2)割込みに対してワープロの処理か,MS-DOSの処理

かを判定し,ワープロのOSとMS-DOSとを切り替えて

割込み処理を動作させる｡

(3)ワープロソフトウェアからMS-DOSやNetWareの

機能を呼び出す｡

割込みやⅠ/0命令が実行されると,仮想86モニタに制

御が移り,エミュレート機能が実行される｡ワープロソ

フトウェアからのMSIDOSファンクション呼出しは,仮

想86モニタを経由したエミュレーション機能による｡

NetWareの機能をワープロの操作性で使用できるよう

にするため,以lTの機能を持つソフトウエアを開発した｡

(1)ファイルサーバ上にワープロ文吉のファイル環境

を構築し,従来ワープロと同じ文書管理機能を提供する

機能

(2)NetWareのプリントサーバ機能を用いて,ワープ

ロ文書のリモート印刷を可能とする印刷処理の制御機能

巴 ワープロのオープン化による効果

以_Lで述べたオープン化ワープロを利用することによ

り,パソコンを使ったサーバのファイル中にワープロの

データをそのまま格納が可能となり,ワープロの操作の

※2)80386は,米国インテル社のCPU名称である｡
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延長でファイルサーバ機能が利用できる｡すなわち,

NetWareが提供するファイルサーバの機能を,あたか

もワープロのファイル管理の延長として利用できるよう

になった｡

サーバではワープロ文書ファイルだけでなく,MS-

DOSファイルも混在するため,ワープロから直接MS-

DOSファイルを取り扱いできる機能も開発した｡MS-

DOSのフロッピーにワープロ文書を登録可能な機能も

開発し,ファイルレベルでのオープン化も実現している

(図3参月別｡

B おわりに

従米はスタンドアロンの機器として認められ使われて

きたワープロが,ここで述べたようにオープン化環境に

も対応してきている｡低価格化･軽量コンパクト化にfF

い,ワープロはパーソナルOA機器として定着し,オフィ

スではLANに接続されて日本語文書の取り扱いに強い

クライアントとして,オフィスを離れた個人環境では文

書作成をベースにしてBBSのリモートアクセスできる

通信端末としてそれぞれ使用できるようになってきた｡

このような機能を利用すれば,他のOA機器とも混在

して文書管理システムを構築し,オフィス業務の合理化

に役寸二てることができる｡また,パソコン用APソフト

ウェアへの対応を進めることにより,その守備範岡をさ

らに拡大していけるものと考えている｡




